
第２０２回 教育研究評議会 議事録 

 
日 時：令和３年１０月１４日（木） 

                                １３時３０分～１３時５５分 
                             場 所：事務局第１会議室（本部棟３階） 
                               （オンライン併用） 

 
出席者 
    学長（議長）       梅原             
    理 事          髙木、三宅、谷地、蛯名、岡田          
        副学長          椛島、佐土原、泉、関崎 
    教育学部         木村、梅澤（秋）、白取         
    経済学部         佐藤、奥村           
    経営学部         真鍋、大森              

理工学部         眞田、羽深 
都市科学部        藤掛、小池 
国際社会科学研究院    中村、永井、西川 
工学研究院        梅澤（修）、窪田、丸尾 
環境情報研究院      四方、菊池、山田 
都市イノベーション研究院  勝地、大野、須川 

    先進実践学環       根上、河潟 
教養教育主事       関谷 
附属図書館長       大原 

 
議 事 

 
Ⅰ 議事録確認 
   第２０１回教育研究評議会議事録（案）（資料１）について、原案のとおり確認した。 

    
Ⅱ 報告事項 

 
 １．議長報告 
   議長から、資料２に基づき、次の事項について報告があった。 

 
（ 1）9/16 i ハーベスト発表会 挨拶 
（ 2）9/27 横浜市立大学 相原学長・小山内理事長 訪問 
（ 3）9/27 記者懇談会 出席 
（ 4）9/27 千葉大学 藤江理事 来訪 
（ 5）10/1 台風科学技術研究センター開所式・称号授与式 挙行 
（ 6）10/1 国立大学協会入試委員会 出席（オンライン） 
（ 7）10/5 国立大学協会関東・甲信越地区支部会議 出席 
（ 8）10/7 山崎直子様（宇宙飛行士）表敬訪問 
（ 9）10/11 国立大学協会入試委員会 出席（オンライン）  

 



 ２．委員会報告 
   議長から、委員会の開催状況について、資料２－１のとおり報告があった。 

 
３．理事、副学長、部局等報告 

   理事、副学長、部局等から、次の事項について報告があった。 

 
 （ 1）理事（総務・評価・広報・施設担当）・副学長 
   ・第４期中期目標・中期計画（素案）について、9 月末日までに文部科学省に提出した旨の報告が

あった。 
   ・資料３－２のとおり、令和２年度・令和３年度 横浜国立大学入学歓迎式を日産スタジアムにお

いて対面式とオンライン配信併用で実施する方向である旨の報告があった。 
・本学関係者の新型コロナウイルス感染の状況報告と、新型コロナウイルスワクチン大学拠点接

種のワクチン接種状況について報告があった。 

 
 （ 2）理事（教育・情報）・副学長 

・令和３年度（２０２１年度）学事暦の一部変更について、資料３－４のとおり報告があった。 

 
 （ 3）副学長（国際担当） 
   ・資料３－３及び資料３－３－１～資料３－３－２のとおり、大学間学術交流協定の更新を行っ

た旨報告があった。 

 
 （ 4）工学研究院長 
   ・資料３－４に基づき、理工系創立 100 周年記念サイトについて報告があった。 

 
 
Ⅲ 人事事項報告 

議長から、資料４に基づき、人事事項について報告があった。 

 
Ⅳ 審議事項 

 
１．令和４年度（２０２２年度）学事暦について 

理事（教育・情報担当）から、資料５に基づき、令和４年度（２０２２年度）学事暦について説

明があった。入学式・卒業式の式典日程、祝日開講日等の説明があり、審議の結果、原案のとおり

承認された。 

    
２．令和５年度入学者選抜方法の変更について 

理事（教育・情報担当）から、資料６に基づき、令和５年度入学者選抜方法の変更について説明 
があった。追加事項として理工学部において２段階選抜を導入する旨の説明があり、審議の結果、 
原案のとおり承認された。 

 
 ３．大学間交流協定の締結について 

副学長（国際担当）から、資料７及び資料７－１のとおり、大学間学術交流協定の締結を行う旨

の説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 
 



４．国立大学法人お茶の水女子大学と国立大学法人横浜国立大学との相互協力・連携協定について 
副学長（ダイバーシティ）から、資料８に基づき、国立大学法人お茶の水女子大学と国立大学法 

人横浜国立大学との相互協力・連携協定について説明があった。この相互協力・連携協定により両 
大学の男女共同参画、産学連携、学術連携など新たな価値の創造やイノベーションを目指すことの 
説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 
  

以上 


